
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 31 回「子どもの主張コンクール」の作品には、毎年のことながら、大人の感覚を超える純粋で鋭い眼差しで社会を見て

いる子どもたちの姿に深く感動させられます。＜あきしま・街づくり市民会議・なかがみ＞は設立 10 周年記念事業をきっか

けとして、小学生児童の作品を改めて紹介し、この感動を地域の皆さんと共有したいと考えました。 

 毎月発行する「機関紙・まどあかり」で、15作品を順次紹介して参ります。（今回は 13作目）作品の著作者諸君は、4月か

らめでたく中学１年生に進学しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入選  いじめについて                           成隣小学校 六年  原田 佳澄 

私はいじめの問題について主張したいと思います。なぜなら、私も実際にいじめられたことがあるからです。 

私は足が遅いし、体力もあまりないので、多くの男子に悪口を言われたり、馬鹿にされたりしました。隠れたところで悪

口を言われることもあってすごく嫌でした。何度も言われるうちに学校へ行くのが嫌になり、私は、（学校ってすごく嫌な

場所だな。行きたくないよう・・・。）と思うようになりました。でも休むわけにはいきません。がんばって学校へ行くと

「おはよう。」と友達が必ず言ってくれます。そのことは嬉しいのですが、後はがまんの連続です。その中でずっと支えて

くれる友達がいました。「気にしないで大丈夫だよ。私は味方だよ。」と言ってくれ、男の子には「なんでそんなこと言うの？

ひどいよ！」と注意してくれて、毎日一緒に遊んでくれました。そして、私の気持ちはだんだんと（学校へ行くのが楽しみ。）

と思うようになりました。それでも、いじめられた時の気持ちは今でも覚えています。最近は、ニュースでたくさんのいじ

めの問題が取り上げられています。世の中でもいじめられている人がたくさんいるのです。いじめられたことで自殺してし

まう人、引きこもりをしてしまう人も多いそうです。調べてみると、１年間に交通事故で死んでしまった人の５倍以上、 

１０年間で３０万人の人が自殺をしていると書いてありました。その中には、いじめが原因の人もたくさんいるはずです。

それに対して、カウンセラーや電話相談等の取り組みはあるそうですが、学校での自殺予防教育は十分に行われているとは

言えないように思います。ニュースで自殺をした生徒がいる学校の記者会見があると、いつものように「知りませんでした。

迷惑をかけてしまい本当にすみませんでした。」と言うだけで、私は（生徒の命がなくなってしまったのに、あやまるだけ？）

と何度も思ったことがあります。なんとか少しずつでも直すことができればと思います。 

そこで私は今すぐできる改善策を考えました。当たり前のことですが、注意をするということです。私は今まで、悪口を

言っている人を見かけても（逆に私の悪口を、またああいうふうに言われたらどうしよう。言われている子はとってもかわ

いそうだけど・・・）と思い、注意ができずにいました。でも、私にはいじめられた時に支えてくれた友達がいます。学校

生活を楽しませてくれた友達がいます。いじめがどれだけ苦しいか知っているからこそ、次は逆に私が友達を支える番だと

思い、注意ができるようになりました。 

しかし、私だけが努力しても全然変わりません。世の中の全員が守ってこそ、いじめはなくなるのだと思います。少しず

つでもいじめがなくなればいいなと思っています。 

 

 

 

● お知らせ 「いなげや昭島中神店」にもＡＥＤが設置されました。利用可能時間は１０：００～２２：００です。 

 正面の階段を上った、右側にあります。  いざという時、ご利用ください。 

 

 


